
編集後記
　本号の原稿募集にあたっては，10名の申し出がありました．その後，原稿提出の〆切H

（12月25日）．を申し合せどうりにしましたので，残念ながら3名の方が見送りという結果

になりました．次号からも〆切日は厳守することになると思いますので，御協力下さい．

　本号の論文掲載順も，’従来の号と同じようにしました．すなわち，内容にしたがって人

文・社会・自然の3分野の順で掲載することにしました．なお，分野の区別については，一

念のためそれぞれ執筆者に問い合せた上で分類しました．

　r研究年報』が第4号となり，掲載する論文数の増加にともなって，内容も一段と多彩

になって来たのは大変喜ばしいことに思います．これからも，放送大学の研究陣の特色を

．示すために，さらに多くの寄稿があることを期待します．（和田久徳）
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